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未来へつなぐ陸羽東線！

方
面
へ
の
観
光
路
線
と
し
て
、多

く
の
人
に
利
用
さ
れ
て
き
た
陸
羽

東
線
で
あ
り
、現
在
も
必
要
と
す

る
利
用
者
が
い
る
一
方
で
、人
口

減
少
や
自
家
用
車
の
普
及
に
よ
る

公
共
交
通
離
れ
、さ
ら
に
は
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
追
い

打
ち
を
か
け
、存
続
の
危
機
に
さ

ら
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
本
市
の
取
り
組
み

　

こ
の
状
況
を
踏
ま
え
、市
民
や

沿
線
地
域
の
皆
さ
ん
と
課
題
を
共

有
し
、陸
羽
東
線
再
構
築
検
討
会

議
や
地
域
懇
談
会
を
立
ち
上
げ
、

利
用
促
進
に
向
け
た
検
討
を
重
ね

て
き
ま
し
た
。

　
令
和
4
年
度
末
に
は
、提
案
な
ど

を
取
り
ま
と
め
た「
陸
羽
東
線
の
利

活
用
促
進
に
関
す
る
検
討
報
告
書
」

を
作
成
し
ま
し
た
。報
告
書
で
は
、

令
和
７
年
度
に
は
平
均
通
過
人
員

千
人
の
達
成
を
目
指
し
、最
終
目
標

と
し
て
平
均
通
過
人
員
2
千
人
の

数
値
目
標
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

　
「
私
た
ち
の
陸
羽
東
線
」と
し
て

地
域
の
鉄
道
を
守
り
育
て
て
い
く

意
識（
マ
イ
レ
ー
ル
意
識
）を
高
め
、

陸
羽
東
線
の
存
続
に
向
け
た
目
標

を
達
成
す
る
た
め
に
、市
民・企
業・

行
政
が
さ
ま
ざ
ま
な
視
点
か
ら
利

用
促
進
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

未
来
へ
つ
な
ぐ
陸
羽
東
線
！

　
陸
羽
東
線
の
あ
ゆ
み

　
Ｊ
Ｒ
陸
羽
東
線
は
、遠
田
郡
美

里
町
の
小
牛
田
駅
か
ら
山
形
県
新

庄
市
の
新
庄
駅
ま
で
を
結
ぶ
地
方

ロ
ー
カ
ル
線
で
す
。こ
の
路
線
に

は
、駅
名
に「
温
泉
」や「
湯
」と
付
く

駅
が
６
つ
あ
り
、「
奥
の
細
道
湯
け

む
り
ラ
イ
ン
」の
愛
称
で
親
し
ま
れ

て
い
ま
す
。

　
大
正
2
年
に
小
牛
田
駅
－
岩

出
山
駅
間
の
陸
羽
線
が
開
業
。そ

の
後
、鳴
子
温
泉
駅（
当
時
は
鳴
子

駅
）ま
で
線
路
を
延
ば
し
、大
正
6

年
に
は
、新
庄
線
を
編
入
し
全
線

開
通
し
た
こ
と
に
よ
り
、「
陸
羽
東

線
」に
改
称
し
ま
し
た
。令
和
9
年

に
は
、全
線
開
通
１
１
０
周
年
を

迎
え
ま
す
。

　

路
線
距
離
は
94・
1
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
、駅
の
数
は
27
駅
で
、そ
の
う

ち
約
半
数
に
当
た
る
13
駅
が
本
市

に
あ
り
、公
共
交
通
の
基
軸
と
な
っ

て
い
ま
す
。

区間 1987年度
（S62）

2020年度
（R2）

2021年度
（R3）

2022年度
（R4）

小牛田－新庄 2,411 629 660 687
小牛田－古川 8,926 2,818 3,075 3,331
古川－鳴子温泉 2,740 666 665 708
鳴子温泉－最上 456 41 44 44
最上－新庄 1,273 289 306 254

陸羽東線における平均通過人員※の推移（人 / 日）

※１日1キロメートル当たりの平均乗車人数

　
陸
羽
東
線
の
今

　

令
和
４
年
７
月
、Ｊ
Ｒ
東
日
本

は
１
日
当
た
り
の
平
均
通
過
人
員

が
２
千
人
未
満
だ
っ
た
路
線
を
開

示
し
ま
し
た
。こ
の
開
示
を
受
け
て

沿
線
自
治
体
は
、大
き
な
衝
撃
を
受

け
る
と
と
も
に
、存
続
の
危
機
感
を

募
ら
せ
ま
し
た
。本
市
を
走
る
陸
羽

東
線
の「
古
川
－
鳴
子
温
泉
」や「
鳴

子
温
泉
－
最
上
」、「
最
上
－
新
庄
」

の
線
区
が
該
当
し
て
い
ま
す
。

　

１
９
８
７
年
度
の
平
均
通
過

人
員
は「
古
川
－
鳴
子
温
泉
」間
で

２
７
４
０
人
で
あ
り
、現
在
の
約
４
倍

の
乗
車
人
数
で
し
た
。（
左
表
参
照
）

　

か
つ
て
通
勤・
通
学
な
ど
の
生

活
路
線
、鳴
子
温
泉
郷
や
山
形
県

地域の宝・陸羽東線を

未来へつなごう

陸羽東線の利用啓発ロゴマークの作成 公共交通通勤デーの実施

　市では、利用促進を図るためロゴ
マークを作成しました。主催事業の
ポスターやチラシなどに掲載し、啓
発に取り組んでいます。県や企業、各
種団体などにも主催事業のポスター

やチラシへの掲載に協力いただいており、広
域的なPRにつながっています。
　ロゴマークの使用申請は、まちづく
り推進課（☎23-5069）で受け付け
ています。

　市では毎月2回、通勤時に鉄
道やバスなどの公共交通機関を
利用する「公共交通通勤デー」を
実施しています。この取り組みを通して、公共
交通機関を利用する意識を高めるとともに、
地球環境への負担軽減を図っています。
　令和5年9月29日には、一連の取り組
みが評価され、「エコ通勤優良事業所」
として大崎市役所が認証・登録され
ました。

地域・企業などの取り組み

　行政だけでなく、陸羽東線存続
に向けた取り組みの輪が地域や企
業などにも広がっています。
▶ロゴマークと「陸羽東線を応援していま
す」の言葉を添えた啓発品を配布

▶研修事業などの行程を、マイカーやバスから
陸羽東線を利用した内容に組み替えて実施

▶駅の環境美化や駅前広場などを活用したイ
ベントの開催によるにぎわいの創出

存続に向けて

　存続に向けた利用促進を継続し
て取り組んでいくとともに、宮城・

山形両県の沿線自治体との連携強化も
図っていきます。

　存続の危機を乗り越えるためには、市民の
皆さんの協力が欠かせません。普段は利用し
ない皆さんも、一度乗車してみませんか。年１
回以上の乗車を目標に掲げ、「乗ろうよ！陸羽
東線」を合言葉に、「地域の宝・陸羽東線」を未
来へのレールへとつなぎましょう。

　古川学園高等学校では、地方が抱えている問題を考える「公民探究」の一環として陸羽東線の課題を取り
上げ、生徒たちは高校生ならではの視点から活性化策などについて探究してきました。
　今回は、公民探究の授業を受けている生徒を代表して、普段から通学で陸羽東線を利用している古川学園
高等学校2年 遠藤 健

け ん た
大さんに、陸羽東線への想いを伺いました。

Interview

　幼い頃に祖母と陸羽東線に乗って新庄まつりに行った思い出や、友人との会話を楽
しみながら通学していることもあり、とても愛着を感じています。
　陸羽東線が存続の危機にあると知ったときは、在学中に廃線になってしまったら、ど
うやって通学すればいいのか分からず、不安な気持ちになりました。
　そのような中で、授業で陸羽東線の課題に向き合い、陸羽東線の大切さやなくなって
ほしくないという想いがより強くなりました。授業では、アニメとコラボレーションし
たイベントの開催などによって、県内外からの乗客を増やす取り組みを考えました。活
気に溢れ、みんなが楽しめる路線になってほしいです。
　今後は、乗車している側の意見を伝えたり、イベントにボランティアとして参加する
など、陸羽東線を盛り上げる活動に積極的に参加していきたいです。

▲古川学園高等学校 2年
　遠藤 健大 さん


